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特
集
２　
若
者
が
、
子
ど
も
た
ち
が
危
な
い

教
委
事
務
局
主
導
で
変
更
を
強
制

「
実
教
出
版
」
の
「
高
校
日
本
史
」
教
科
書
へ
の

政
治
的
な
排
除
の
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
。
今
年
の

採
択
で
は
、
東
京
・
大
阪
に
続
い
て
神
奈
川
で
も
県

教
育
委
員
会
が
学
校
現
場
に
不
当
な
介
入
を
行
な
い
、

希
望
し
た
28
校
全
校
が
他
社
版
の
教
科
書
に
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
前
代
未
聞
の
事
態
が
発
生

し
た
。

こ
と
の
経
過
は
こ
う
だ
。
高
校
教
科
書
の
採
択
は

毎
年
行
な
わ
れ
る
。
教
育
委
員
会
が
最
終
的
な
採
択

を
行
な
う
が
、
こ
れ
ま
で
は
各
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
生
徒
の
実
態
に
合
わ
せ
て
選

定
、
教
育
委
員
会
も
そ
れ
を
尊
重
し
承
認
す
る
形
で

採
択
し
て
い
た
。
何
十
種
類
も
あ
る
教
科
書
す
べ
て

を
教
育
委
員
が
読
み
、
理
解
す
る
な
ど
と
う
て
い
無

理
な
話
だ
。
現
行
検
定
制
度
の
中
で
、
高
校
教
科
書

採
択
の
方
法
（
学
校
希
望
を
尊

重
す
る
）
は
き
わ
め
て
良
識
的

な
も
の
に
思
え
る
。「
学
校

希
望
教
科
書
」
の
提
出
期
限

は
７
月
10
日
。
こ
の
時
点
で

実
教
出
版
を
希
望
し
た
学
校

は
28
校
。
と
こ
ろ
が
、
７
月
16
日
、「
教
科
書
を
良

く
す
る
神
奈
川
県
民
の
会
」
と
い
う
怪
し
げ
な
（
？
）

市
民
団
体
か
ら
、
実
教
出
版
の
採
択
に
つ
い
て
「
慎

重
」
を
求
め
る
請
願
が
出
さ
れ
た
。
７
月
23
日
、
請

願
審
議
の
た
め
臨
時
教
育
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
終

了
後
非
公
式
の
勉
強
会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
「
教
育

委
員
協
議
会
」
の
場
で
複
数
の
委
員
か
ら
疑
義
が
出

さ
れ
、「
藤
井
教
育
長
ら
は
、
学
校
が
希
望
し
て
も

不
採
択
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
、
学
校
側

に
使
用
希
望
の
見
直
し
を
求
め
る
こ
と
を
決
定
。
全

６
委
員
が
了
解
し
た
」（
神
奈
川
新
聞
７
月
31
日
）
と

い
う
。
翌
24
日
、
別
の
会
議
終
了
後
、
該
当
校
の
校

長
を
残
し
「
再
考
」
を
求
め
、
結
果
31
日
ま
で
に
す

べ
て
他
社
の
教
科
書
に
変
更
―
８
月
20
日
の
教
育

委
員
会
で「（
実
教
出
版
を
）希
望
す
る
高
校
は
な
か
っ

た
」
と
し
て
変
更
後
の
教
科
書
が
採
択
さ
れ
た
。
あ

り
え
な
い
暴
挙
だ
。

こ
の
教
科
書
の
何
が
問
題
な
の
か
？　

県
教
委
の

理
由
は
、
同
教
科
書
の
中
で
「
国
旗
・
国
歌
法
」
に

関
わ
る
記
述
の
注
と
し
て
「
日
の
丸
・
君
が
代
が
ア

ジ
ア
に
対
す
る
侵
略
戦
争
で
は
た
し
た
役
割
と
と
も

に
、
思
想
・
良
心
の
自
由
、
と
り
わ
け
内
心
の
自
由

を
ど
う
保
護
す
る
か
が
議
論
と
な
っ
た
。
政
府
は
、

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
国
民
に
国
旗
掲
揚
、
国
歌
斉
唱

な
ど
を
強
制
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
国
会
審
議
で

明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
一
部
の
自
治
体
で
公
務
員

へ
の
強
制
の
動
き
が
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と

が
「
県
教
委
の
指
導
と
相
い
れ
な
い
」
と
い
う
も
の

だ
。
該
当
校
の
校
長
に
「
教
育
委
員
会
で
不
採
択
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
、
学
校
名
が
公
に
な
っ
て
混
乱

を
招
く
」
と
「
職
務
命
令
」
と
も
受
け
取
れ
る
、
さ

ら
に
は
右
翼
の
街
宣
車
の
脅
威
ま
で
ち
ら
つ
か
せ
て

「
再
考
」
を
強
制
し
た
の
だ
。
周
到
で
は
な
い
か
。

安
倍
流
「
教
育
再
生
」
実
行
が
公
約

２
０
０
６
年
、「
愛
国
心
」
を
盛
り
込
み
教
育
基

本
法
を
「
改
正
」
し
た
第
一
次
安
倍
政
権
。「
経
済
」

よ
り
も
実
は
「
教
育
」
が
安
倍
首
相
の
真
骨
頂
だ
。

昨
年
４
月
、
天
皇
元
首
化
を
明
記
し
た
自
民
党
憲

法
「
改
正
」
草
案
が
発
表
さ
れ
、
年
末
の
衆
議
院
選

挙
で
は
「
日
本
を
取
り
戻
す
」「
教
育
を
取
り
戻
す
」

と
し
て
、「
日
本
ら
し
さ
を
憲
法
に
掲
げ
る
国
」、
安

倍
カ
ラ
ー
の
「
教
育
再
生
実
行
」
を
公
約
し
た
。
公

約
で
は
自
民
党
内
部
に
立
ち
上
げ
た
「
教
育
再
生
実

行
本
部
」（
政
府
の
「
教
育
再
生
実
行
会
議
」
と
は
別
物
）

の
提
言
を
「
改
正
」
教
育
基
本
法
に
沿
っ
て
着
実
に

実
行
す
る
と
し
て
、
道
徳
教
育
の
充
実
、
教
育
へ
の

競
争
主
義
の
一
層
の
導
入
、「
教
育
長
」
の
権
限
強

化
―
教
育
委
員
会
制
度
改
革
の
見
直
し
等
を
う
た

い
あ
げ
た
。
教
科
書
に
つ
い
て
も
「
い
ま
だ
に
自
虐

史
観
や
偏
向
し
た
記
述
の
教
科
書
が
多
く
」
あ
る

と
し
て
、「
教
科
書
検
定
基
準
を
抜
本
的
に
改
善
し
、

あ
わ
せ
て
近
隣
諸
国
条
項
も
見
直
す
」
と
明
言
し
た

の
だ
。

第
二
次
安
倍
内
閣
成
立
後
、
第
一
次
安
倍
内
閣
で

作
っ
た「
教
育
再
生
会
議
」を「
教
育
再
生
実
行
会
議
」

（
こ
ち
ら
は
首
相
直
轄
の
会
議
、
ま
ぎ
ら
わ
し
い
ね
！
）
と

し
て
復
活
―
委
員
の
中
に
作
家
の
曾
野
綾
子
、
八

木
秀
次
（
日
本
再
生
機
構
理
事
長
）、
加
戸
守
行
（
元
愛

媛
県
知
事
）
や
全
日
教
連
委
員
長
（
反
日
教
組
を
掲
げ

筆者

神
奈
川
で
も
「
実
教
出
版
」
排
除

不
当
な
教
科
書
採
択
介
入
に

抗
議
の
声
を
！

京
極
紀
子
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特
集
２　
若
者
が
、
子
ど
も
た
ち
が
危
な
い

る
教
職
員
組
織
）
…
…
な
ど
超
（
極
？
）
右
翼
な
人
々

が
顔
を
そ
ろ
え
る
。「
い
じ
め
問
題
へ
の
対
応
」、「
教

育
委
員
会
等
の
在
り
方
」、「
こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育

等
の
在
り
方
」
と
す
で
に
３
つ
の
「
提
言
」
を
出
し

て
い
る
が
、
内
容
は
実
行
本
部
「
提
言
」
等
と
ほ
ぼ

同
じ
―
安
倍
流
「
教
育
再
生
」
が
ど
の
よ
う
な
構

図
の
中
で
実
行
さ
れ
て
い
く
か
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

実
行
本
部
の
下
に
作
ら
れ
た
「
教
科
書
検
定
の
在

り
方
特
別
部
会
」
は
、
５
月
16
日
、「
新
し
い
歴
史

教
科
書
を
つ
く
る
会
」
藤
岡
信
勝
氏
を
呼
ん
で
近
隣

諸
国
条
項
廃
止
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
５
月
末

に
は
実
教
出
版
等
３
社
を
呼
び
出
し
、
編
集
方
針
の

聞
き
取
り
と
称
し
て
圧
力
―
南
京
事
件
や
「
慰
安

婦
」
の
記
述
な
ど
に
つ
い
て
問
い
詰
め
て
い
る
。
そ

し
て
６
月
25
日
、実
行
本
部
か
ら
「
近
隣
諸
国
条
項
」

の
見
直
し
や
教
育
委
員
会
の
採
択
権
強
化
な
ど
「
教

科
書
法
制
定
」
の
提
言
が
出
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
中
で
６
月
27
日
、
都
教
委
が
「（
実
教
出

版
の
）
使
用
は
適
切
で
な
い
」
と
「
決
議
」、７
月
９
日
、

大
阪
府
教
委
は
「
記
述
は
一
面
的
」
と
の
「
見
解
」

を
示
し
学
校
に
通
知
し
た
。
一
連
の
流
れ
は
、
極
め

て
政
治
的
な
動
き
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
。

「
歴
史
改
ざ
ん
教
科
書
」
は
い
ら
な
い
！

２
０
０
９
年
８
月
、
横
浜
市
教
育
委
員
会
が
全
国

で
唯
一
「
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
」
系
の

「
自
由
社
」
版
歴
史
教
科
書
を
採
択
し
（
18
区
中
８
区

で
）、
２
０
１
１
年
に
は
横
浜
市
、
藤
沢
市
と
県
立

平
塚
中
等
教
育
学
校
で
、
や
は
り
「
つ
く
る
会
」
系

の
育
鵬
社
の
歴
史
・
公
民
の
教
科
書
が
採
択
さ
れ
た
。

神
奈
川
の
公
立
中
学
校
生
徒
の
約
43
％
が
育
鵬
社
の

教
科
書
を
使
用
し
て
い
る
。
昨
年
夏
に
は
、
横
浜
市

立
高
校
の
教
科
書
採
択
で
４
校
が
実
教
出
版
を
希
望

し
た
が
、
横
浜
市
教
育
委
員
会
事
務
局
が
他
社
版
に

書
き
換
え
て
「
答
申
案
」
を
作
成
、
教
育
委
員
会
が

そ
れ
を
採
択
す
る
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
「
改
ざ
ん

事
件
」
も
起
こ
っ
た
。
事
務
局
の
変
更
理
由
は
「（
横

浜
市
で
）
採
択
し
た
教
科
書
を
使
用
し
た
中
学
生
が

来
年
高
校
に
進
学
し
て
く
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

別
の
教
科
書
の
方
が
適
切
で
は
な
い
か
と
考
え
た
」。

自
由
社
、
育
鵬
社
版
は
日
本
の
侵
略
・
加
害
を
正
当

化
し
て
い
る
が
、
実
教
版
教
科
書
に
は
加
害
の
事
実

が
き
ち
ん
と
書
か
れ
て
い
る
。
齟
齬
が
出
る
の
は
当

然
だ
が
、
そ
の
た
め
に
実
教
版
を
排
除
す
る
な
ど
本

末
転
倒
で
あ
る
。
市
立
高
校
で
の
今
年
度
の
実
教
出

版
希
望
は
無
し
。
こ
れ
も
い
わ
ゆ
る
自
粛
？　

こ
う

し
て
歴
史
の
改
ざ
ん
は
さ
ら
に
進
む
の
だ
。
事
態
は
、

深
刻
と
言
え
な
い
か
。

黒
岩
神
奈
川
県
知
事
は
今
年
の
採
択
結
果
を
受
け
、

「
県
教
委
の
判
断
に
違
和
感
は
な
い
。
教
師
が
国
旗

国
歌
に
礼
を
尽
く
す
の
は
当
然
だ
」
と
発
言
。
記
述

が「
事
実
」で
あ
っ
て
も
、現
在
進
行
中
の「
日
の
丸・

君
が
代
」
強
制
の
正
当
性
を
脅
か
す
も
の
は
根
こ
そ

ぎ
粉
砕
す
る
と
い
う
政
治
的
な
立
場
を
明
確
に
し
た
。

東
京
で
「
実
教
」
の
採
択
は
ゼ
ロ
。
採
択
前
、
維

新
の
会
の
猛
攻
を
受
け
た
大
阪
は
、
か
ろ
う
じ
て
９

校
が
条
件
付
き
採
択
。「
府
教
委
が
各
校
に
補
助
的

な
指
導
を
行
な
う
」
と
い
う
。

「
慰
安
婦
」
に
関
わ
る
記
述
や
領
土
問
題
な
ど
、

検
定
の
中
で
徹
底
的
に
「
検
閲
」
さ
れ
た
上
で
、
さ

ら
に
特
定
教
科
書
の
排
除
が
進
む
。「
教
科
書
法
」

が
で
き
れ
ば
戦
前
の
「
国
定
教
科
書
」
の
再
来
に
も

な
る
だ
ろ
う
。
安
倍
流
「
教
育
再
生
」
と
そ
の
先
の

改
憲
を
許
し
て
は
い
け
な
い
。
過
去
の
歴
史
に
真
摯

に
向
き
合
い
過
ち
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、

子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
権
利
を
保
障
し
よ
う
。
多
様
な

考
え
方
を
認
め
合
い
、
一
人
ひ
と
り
の
思
想
良
心
、

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
自
由
な
社
会
を
作
り
た
い
。
教

科
書
採
択
へ
の
政
治
的
な
介
入
に
断
固
抗
議
の
声
を

あ
げ
よ
う
。

（
き
ょ
う
ご
く
・
の
り
こ
／
「
日
の
丸
・
君
が
代
」
の
法
制

化
と
強
制
に
反
対
す
る
神
奈
川
の
会
）

県教委の高校教科書採択介入を伝える神奈川新聞
（2013 年 7 月 31 日付）


